
 ダムが無い場合を想定し、現在の整備状況における被害額を算出します。
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場合を想定

【補足資料】事業評価の考え方について
 鳴瀬川水系では、直轄河川改修事業と鳴瀬川総合開発事業により、洪水を安全に流すための整備を実施しています。

 事業評価については、各事業単位で評価を行い、経済的妥当性を検証しており、今回の事業再評価は、直轄河川改修事業を対象としています。

 そのため、今回の費用対効果分析では、鳴瀬川総合開発事業に必要となる費用及び完成後の洪水調節効果による被害額の軽減等の便益は含まれておりません。

 なお、吉田川で実施している床上浸水対策特別緊急事業については、個別に事業評価を実施していますが、直轄河川改修事業の内容にも含まれているため、今回の費用対効果

分析でも費用・便益を見込んでいます。

＜参考＞鳴瀬川水系における直轄事業と事業評価のイメージ
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鳴瀬川水系における直轄事業 直轄河川改修事業の事業評価のイメージ
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鳴瀬川総合開発事業と直轄河川改修
事業により、洪水を安全に流すことを
河川整備の目標にしています。

事業評価では、直轄河川改修事業の評価を行うため、
鳴瀬川総合開発事業に係る費用と効果を除き、
河川改修事業における経済的妥当性を検証します。

鳴瀬川総合開発事業 直轄河川改修事業

床上浸水対策特別緊急事業

＜事業内容＞
・堤防整備
・河道掘削
・吉田川中流部遊水地の建設 等

＜事業内容＞
・鳴瀬川ダムの建設
・漆沢ダムの再開発 等

鳴瀬川総合開発事業で費用対効果分析を実施
⇒直轄河川改修事業に必要な費用、完成後の効果を見込まず便益を算出

直轄河川改修事業で費用対効果分析を実施
⇒鳴瀬川総合開発事業に必要な費用、完成後の洪水調節効果を見込まず評価

別々に評価
を実施

鳴瀬川水系における直轄事業 ダム事業と河川改修事業により、洪水を安全に流すための整備をしています。

 ダムの事業と河川改修事業により、洪水を安全に流します。

河道掘削
（河川改修事業）

ダムの建設
（ダム事業）

遊水地の整備
（河川改修事業）

堤防の整備
（河川改修事業）

 ダムが無い場合を想定し、河川改修事業が完成した際の被害額を算出します。

 河川整備に係る費用と、河川改修事業の効果（現時点との被害額の差等）により、費
用対効果分析を行います。

河道掘削

遊水地の整備

堤防の整備

直轄河川改修事業の事業評価のイメージ

鳴瀬川水系における直轄事業のイメージ（河川＋ダム）

現時点

完了時点 ダムが無い
場合を想定

河川改修により被害が軽減するが、ダム事業を見込んでいないため、被害が発生する。

ダム 河川



【補足資料】遊水地と田んぼダムについて

 遊水地とは、洪水時に増加した河川の流水を貯留し、河川水位を下げる洪水調節施設です。

 田んぼダムとは、田んぼに降った雨を一時的に溜め込み、河川や水路への流出量を抑える取組です。

洪水時に河川の水を遊水地
に入れるため、低く設計さ
れた堤防。

囲ぎょう堤

河川と遊水地の仕切
りになる堤防。

周囲堤

遊水地を囲む堤防。

越流堤排水樋門

洪水時に水門を閉め、遊水
地に水を溜める。

地内排水路 地外排水路

遊水地外に溜まった水を排
水樋門に集めるための水路。

遊水地内に溜まった水を排
水樋門に集めるための水路。

平常時 洪水後洪水時

遊水地のイメージ 田んぼダムのイメージ

洪水時の遊水
地

竹林川

洪水時に
河川の流水を
遊水地に貯留

平常時の遊水地

平常時は田んぼ
として使用

R4.3撮影（竹林川遊水地）
竹林川

洪水時の遊水地

※出展：農林水産省 令和4年4月「田んぼダムの手引き（概要版）」より

R4.3撮影（竹林川遊水地）


